
　
い
よ
い
よ
新
学
期
で
す
。
新
入
生
に

と
っ
て
は
、
今
ま
で
の
生
活
が
が
ら
り

と
か
わ
り
ま
す
。
と
く
に
、
中
学
生
、

高
校
生
の
み
な
さ
ん
は
、
ク
ラ
ブ
活
動

な
ど
に
大
き
な
希
望
と
期
待
を
も
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
。 

　
で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
ま
り
張
り
切
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
障

害
が
出
て
き
ま
す
。 

 

＊
体
の
変
化 

　
体
の
発
達
を
見
る
と
、
小
学
生
ま
で

は
神
経
系
の
発
育
が
主
に
な
り
ま
す
。

中
学
生
に
な
る
と
肺
や
心
臓
な
ど
が
発

達
し
、
高
校
生
で
は
筋
肉
の
発
達
が
進

み
ま
す
。 

　
身
長
発
育
を
み
る
と
、
女
子
で
は
11

〜
12
歳
、
男
子
で
は
13
〜
15
歳
が
ピ
ー

ク
と
な
り
ま
す
。
小
学
校
の
頃
、
女
子

の
背
が
男
子
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。 
 

＊
年
齢
に
よ
る
運
動
方
法 

　
小
学
生
の
時
期
に
覚
え
た
動
き
は
、

ほ
と
ん
ど
が
一
生
持
続
す
る
と
い
わ
れ 

て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
体
の
使

い
方
、
偏
り
の
無
い
幅
広
い
運
動
が
必

要
で
す
。 

　
中
学
生
に
な
る
と
、
持
久
力
の
向
上

が
進
み
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
は

体
の
発
育
の
差
が
著
し
く
出
ま
す
。
個

人
個
人
に
合
わ
せ
た
練
習
が
必
要
で
す
。 

　
高
校
生
で
は
、
ほ
ぼ
体
が
完
成
さ
れ

筋
肉
を
強
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

＊
障
害
の
お
こ
り
か
た 

　
運
動
系
の
ク
ラ
ブ
で
は
今
ま
で
以
上

に
練
習
時
間
が
長
く
な
り
、
練
習
内
容

が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
筋
肉
、
骨
の
発

育
は
十
人
十
色
、
ま
た
年
齢
、
性
別
に

よ
っ
て
も
大
き
く
違
い
ま
す
。 

　
筋
肉
、
骨
の
発
達
中
に
、
無
理
な
負

担
を
掛
け
る
こ
と
で
、
筋
肉
が
骨
に
つ

く
と
こ
ろ
で
の
障
害
（
有
名
な
病
気
と

し
て
は
オ
ス
グ
ッ
ト
シ
ュ
ラ
ッ
タ
ー
病

な
ど
）
や
、
ま
た
骨
の
成
長
障
害
（
野

球
肘
な
ど
）
を
起
こ
し
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
障
害
は
、
早
い
時
期
に

見
つ
け
て
適
切
な
対
応
を
す
る
事
で
十

分
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
張
り
切
り
す
ぎ
な
い
よ
う
ご
注
意

を
…
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
医
師
会
） 

は
り
き
り 

　
す
ぎ
ち
ゃ
ダ
メ 


